
『道の駅ましこ』で自衛隊広報展を開催

日
益
子
町
で
開
催
さ
れ
て
い
た
『
益
子
秋
の
陶
器
市
』
に
訪
れ
た
後
に
立
ち
寄
っ
た
観
光
客
な
ど
も
含
め
、

の
装
備
品
や
活
動
内
容
に
興
味
を
も
ち
、
楽
し
み
な
が
ら
関

は
隊
員
さ
ん
が
実
際
に
使
用
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
か
？
」
等
の
質
問
や
、「
宇
駐
人
く
ん
（
宇
都
宮
駐

グ
ッ
ズ
販
売
を
通
じ
て
自
衛
隊
に
興
味
関
心
を
持
っ
て
い
た

は
、
地
域
の
特
産
品
や
観
光
情
報
を
発
信
す
る
場
と
し
て
知
ら
れ
る
道
の
駅
の
駐
車
場
内
で
開
催
し
、
同

秋
晴
れ
の
「
文
化
の
日
」
で
あ
っ
た
当
日
は
、
中
央
即
応
連
隊
の
軽
装
甲
機
動
車
、
偵
察
用
オ
ー
ト
バ

販
売
を
行
い
、
迷
彩
柄
の
服
飾
雑
貨
や
自
衛
隊
仕
様
の
お
菓
子
等
を
購
入
す
る
来
場
者
は
、「
こ
の
商
品

と
直
接
対
話
が
で
き
る
機
会
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。
今
回

衛
官
と
一
緒
に
写
真
撮
影
を
す
る
な
ど
の
交
流
を
図
る
様
子

う
家
族
連
れ
か
ら
は
、「
陶
器
市
で
素
晴
ら
し
い
作
品
を
見

が
見
ら
れ
た
。
陶
器
市
か
ら
帰
る
途
中
に
立
ち
寄
っ
た
と
い

陶
器
市
で
賑
う
栃
木
県
益
子
町
の
『
道
の
駅
ま
し
こ
』
に
て
自
衛
隊
広
報
展
を
開
催
し
た
。
こ
の
広
報
展

イ
の
展
示
に
よ
り
華
や
か
で
イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る
広
報
展
と
な
っ
た
。
広
報
展
で
は
、
制
服
試
着
や
射
的

コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、
多
く
の
親
子
連
れ
で
賑
わ
っ
た
。
ま
た
、
防
衛
協
会
真
岡
支
部
が
自
衛
隊
グ
ッ
ズ
の

屯
地
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
）
ク
ッ
キ
ー
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
と
イ
ラ
ス
ト
が
面
白
い
で
す
ね
」
と
、

だ
く
こ
と
が
で
き
た
。

装
備
品
展
示
で
は
迫
力
あ
る
軽
装
甲
機
動
車
を
前
に
、
自

自衛隊栃木地方協力本部

～陶器市帰りの来場者、自衛隊の魅力を体験～

軽装甲機動車の前で記念撮影をする来場者たち

「秋の益子陶器市」の帰りに立ち寄る来場者で賑わった 射的コーナーの様子

試
乗
や
射
的
コ
ー
ナ
ー
で
楽
し
む
こ
と
が
で
き
て
よ
か
っ
た

ッ
ト
で
の
広
報
展
は
、
観
光
客
や
地
元
住
民
が
集
ま
る
た

施
設
で
の
広
報
展
を
継
続
開
催
し
て
い
く
」
と
し
て
い
る
。

め
、
様
々
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
持
つ
幅
広
い
世
代
の
方
々

で
す
」
と
感
想
を
述
べ
て
い
た
。

魅
力
を
伝
え
る
た
め
に
、
地
域
の
観
光
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

訪
れ
た
方
々
は
、
普
段
は
あ
ま
り
見
る
こ
と
の
な
い
自
衛
隊

真
岡
募
集
案
内
所
は
、「
道
の
駅
を
代
表
と
す
る
人
気
ス
ポ

示
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
新
鮮
で
し
た
。
自
衛
隊
の
任

心
を
寄
せ
て
く
れ
た
。
今
後
も
、
多
く
の
人
々
に
自
衛
隊
の

務
や
活
動
を
知
る
よ
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
子
供
た
ち
も

た
後
に
、
道
の
駅
と
い
う“

意
外
な
場
所”
で
自
衛
隊
の
展

自
衛
隊
栃
木
地
方
協
力
本
部
真
岡
募
集
案
内
所
（
所
長　

古
川
３
陸
佐
）
は
、11
月
３
日
（
日
）、
秋
の

県
内
外
か
ら
の
大
勢
の
来
訪
者
で
賑
わ
っ
た
。（
陶
器
市
の
来
場
者
は
期
間
中
約
16
万
８
千
人
）


